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市街地に位置するイイジマ薬
局。日用品や一般医薬品も豊
富なので気軽に入れる

「かかりつけ薬局が浸透しているのは、
上田薬剤師会の先輩方の尽力のおかげ」
と飯島社長

24 時間非接触で処方薬を受
け取れる「ピックアップター
ミナル」を夜間受付窓口脇に
設置

CC ++

　上田市は、全国でも珍しい「かかりつけ薬局」が浸透した

地域です。中でもモデル店舗として厚労省も視察に訪れる

のがイイジマ薬局。処方箋と一般医薬品、ガーゼや絆創膏

といった衛生材料をオールマイティーに取り揃え、かかり

つけ患者は風邪をひいた時も病院で処方箋をもらった時も、

一番身近な医療の窓口として活用しています。開業から 44

年、地域住民や患者との間に築いた信頼は堅く、大手ドラッ

グストアに負けない独自の立ち位置を貫いています。

　代表の飯島裕也さんが守り続けているのが、創業者であ

るお父様の「店舗であげた利益は設備投資で患者さんに還

元する」という理念です。ヨーロッパの先進的な薬局や調

剤機器の展示会を積極的に視察し、そこで得た知見をもと

に、IT 機器の導入や店舗リニューアルなどの設備投資を毎

年実行。サービス向上と経営の効率化を進めています。

　 2020 年には、国内初となる一般用医薬品向け大型タッ

チディスプレイ「 BD Rowa Vmotion デジタル・シェルフ」と、

連動する薬局ロボット「 BD Rowa Vmax システム」を同時

に導入。業界を超えて全国の注目を集めました。

　「 Vmotion」は、文字が小さくて読みづらい薬の添付文書

を大画面に見やすく表示するディスプレイ。患者の症状を

カウンセリングし、どの薬がより有効か、画面で成分を見

ながら比較検討できます。

「当店はかかりつけ患者さんが多いため、『あの薬がほしい』

と決めうちで来られる方はほとんどいません。ほぼすべて

の方が、薬剤師に相談するところから始まります。そこで

症状をじっくりヒアリングして受診や経過観察を勧めたり、

症状に合う一般用医薬品を選んだりと判断するのが私たち

の仕事。『 Vmotion』は視覚に訴えることで患者さんの理解

来の役割をぶれることなく追求した結果です。IT 導入で空

いた時間や人材リソースを、患者へのきめ細かいヒアリン

グやフォローなどのアナログな対人業務に惜しみなく費や

しているのが、何よりの証拠。

「薬物治療の適正化で重要なのが情報収集です。十分な情

報があるからこそ、分析や病名の特定につながる。そのた

めには、どうしても時間と人材が必要です。当店は患者さ

ん一人のヒアリングに 2 時間かけることも珍しくありませ

ん。ご自宅を訪問して、より深く情報収集することも重視

しています。そうして得た情報をもとに、必要があれば処

方箋を書いた医師に連絡をとり、薬学的知見をもって情報

を提供し、薬物治療の適正化に役立てていただくことが重

要だと考えています」

　薬局のあるべき立ち位置は何か。それを心に持ち続ける

飯島さんは、各地で相次ぐ自然災害を機に、1,000 万円規

模の店舗用非常電源導入も決行しました。

「災害時に薬局が地域住民のためにできること、それは医薬

品の安定供給です。非常用電源があれば冷蔵庫でインシュ

リンも保存できるし、かかりつけ患者さんの服薬情報もす

ぐに引き出せる。情報さえあれば、避難先でも薬を手配す

ることが可能ですから」

　在宅医療や地域包括ケアが推進され、薬剤師が求められ

る役割は多様化しています。時代を意識しながらも、「根幹

は薬のプロフェッショナルであること。それが薬剤師の生

きる道だと思います」と飯島さん。薬を通して患者や地域

住民の健康増進に寄与する、薬局の基本を守りながら革新

を続けています。

度が大幅に上がり、より適切な医薬品を提供できる。患者

さんとのコミュニケーションに非常に有効です」

　注目すべきは、タッチディスプレイと薬局ロボットの連

動です。「 Vmotion」のパネルで薬を選択すると、店舗 2 階

に設置された「Vmax」が在庫の中からロボットアームでピッ

クアップ。専用シューターを通って、わずか 8 秒で 1 階の

薬剤師の手元に届くのです。

「当店の在庫数は、処方薬と一般医薬品を合わせて 3385 品

目（取材時）です。それがすべてバーコードで一元管理され

るため、ミスはほぼなくなりました。入庫からピッキング、

在庫管理、陳列、有効期限管理まで自動で完了するので、

スタッフの負担も大幅に減りましたね。導入の決め手になっ

たが、『どの患者さんにどの薬を出したか』のデータが自動

で蓄積される点。こうしたトレーサビリティのメリットは大

きいです」

　「 Vmotion」は、導入時まだ日本未発売だったそう。しか

し「2 つを連動させてこそ意味がある」と考えた飯島さんは、

なんと単身ドイツのメーカー本社を訪ねて直談判。パイロッ

ト版の納入を実現しました。その後イイジマ薬局での実績

が奏功し、国内の正式リリースも決定しています。

　翌 2021 年には、自動販売機のように処方薬を 24 時間受

け取れる「 BD Rowa ピックアップターミナル」も国内で初め

て導入。今後オンライン服薬指導が普及し、患者が薬局に

薬だけ取りに来る時代を見据えた先行投資です。さらに在宅

医療へシフトする潮流に合わせ、注射や点滴バッグを作るな

ど高度な調剤を行う無菌調剤室も店内に新設しています。

　飯島さんが革新的な設備投資を続けるのは、常に薬局本

薬局ロボットが在庫管理に革命を起こす

すべては「薬局本来の仕事」を全うするために

「患者さんのヒアリングに役立てるため」
国内初のシステムを導入

薬局の常識を変える日本初のシステムを導入。患者と対話する薬局のあり方を見すえて［ ［
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効能や成分などを大画面で情報提供する
「Vmotion」。選んだ薬をタッチパネルで
呼び出せる

薬局ロボット「Vmax」内部。ロボットアー
ムが指示に従って自動で薬をピックアッ
プ

有限会社飯島

上田市出身。薬剤師。2013
年、両親が創業した有限会
社飯島の代表取締役に就
任。海外の薬局視察を積極
的に行うほか、オーストラ
リアで薬剤師の生涯教育に
ついて学んだ経験も。

代表取締役

飯島裕也

「Vmax」導入によって空いた
陳列棚スペースに、高度な調
剤ができる無菌調剤室を新設


